
 

 

 

自分達にできることを考えよう 

チャレンジタイム NO.3 
チャレンジタイムとは， 
①教科や学年を超えて自分で何を学ぶのか「決める・選ぶ・考える」学び 

②いわゆる学力に加えて，粘り強い取組を行おうとする態度と自らの学習を調整しようとする態度を育む学び 

前時までに SDGｓの現状（世界・日本・鞆）について

調べたものをもとにして自分にできることを考えました。 

SDGｓの学びでは，SDGｓについて学ぶのではなく，SDGｓのそれぞれの番号をつないで自分事として考え

ること，SDGｓと教科の学びをつなげて考えることが大切であると考えています。その上で今回のチャレンジ

タイムでは，自分達には何ができるのかを考えて学園全体に発信するための掲示を作成しました。この学びが

きっかけとなり，学園だけでなく鞆の浦全体に SDGｓ解決に向けた取組が広がっていくことを期待していま

す。 

子ども達が考えた２８のアイデア 


